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１ 評価手法について 

 

・白井市第 2 次環境基本計画（以下、第 2 次計画）は、平成 24（2012）年度から令和 2（2020）年度までの 9 年

間を計画期間としていましたが、計画策定以降の社会情勢・環境状況の変化などに対応するとともに、平成 28

（2016）年度に開始となる白井市第 5 次総合計画との整合を図るため、平成 27（2015）年度に見直しを行いま

した。 

 

・しかし、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、新計画策定のための市民参加を実施できなかっ

たことから、計画期間を 1 年間延長しました（令和 2 年 10 月 21 日の環境審議会で報告済）。 

 

・第 2 次計画では、市の環境基本条例に示された基本理念を踏まえ、市が目指す望ましい環境像として 5 つの分

野に整理し、各施策を展開しました。 

 

１．豊かな自然を生かし、大切にするまち（自然環境分野） 

２．市民の健康と快適な生活環境を守るまち（生活環境分野） 

３．限られた資源・エネルギーを大切にするまち（資源循環分野） 

４．環境を知り、環境に配慮したやさしいライフスタイルを実践するまち（環境保全分野） 

５．地球環境の保全に貢献するまち（地球環境分野） 
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農業に関
する指標
の多くが
C評価と
なってお
り、より
⼀層の取
り組みが
求められ
る。
⼀⽅「地
域森林計
画に基づ
く森林⾯
積」や
「公園・
緑地等の
個所数」
は⽬標を
達成して
おり、ま
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望ましい環境像1 豊かな⾃然を⽣かし、⼤切にするまち

1 農地を守ろう
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0

400

800

1,200

1,600

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R02 R03
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評価 �

1

2

6

1

2 2

1

2 2 2 2

0

1

2

3

4

5

6

7

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R02 R03
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評価 �
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（歳） 基幹的農業従事者の年齢層中央値 実績値

目標値

評価 �

評価 �

評価 �
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2 森林を守ろう
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（万円）
農業経営体の農産物販売規模の中央値

実績値

目標値

評価 �
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 地域森林計画に基づく森林面積（ ） 実績値
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評価 �

評価 �
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3 ⽔辺を⽣かそう

4 野⽣動物と共存・共⽣しよう

98.7 98.7 98.7 98.7 98.7 98.7 98.7 
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（％） 河川改修の進捗率

（神崎川・二重川・法目川・七次川）
実績値

目標値

評価対象外
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防除対象特定外来生物の発見種数

実績値
目標値

評価 �
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（件） 野生動物による生活被害の報告件数 実績値
目標値

評価対象外

評価対象外

評価 �
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5 公園・緑地を増やし守ろう

907

44 44 47 45 45 45

906

43
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（a） 野生動物による農業被害面積 実績値

目標値

評価対象外
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（箇所）
公園・緑地等の箇所数 実績値

目標値

評価 �
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目標値

評価 �

評価 �
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総合評価 B

外部要因

積」も着実に増加していることから、緑に関する指標は概ね良好に推移している。
「防除対象外来⽣物の発⾒数」は基準年度から増加傾向にあり、対策が必要である。

地球温暖化により、農業や⽣態系への影響が懸念されている。
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市民グループや自治会との協働による

維持管理を行っている公園の数

実績値

目標値

評価対象外
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1 ⼤気汚染を減らそう

89
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（日） 大気中光化学オキシダント濃度（昼間の１時間値）

が環境基準を超えた日数

実績値
目標値

評価 �

0.028 
0.029 0.029 0.029 0.027 0.027 

0.028 
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（PPM） 大気中二酸化窒素濃度

（日平均の年間98％値）

実績値
目標値

評価 �

0.050 
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0.036 0.037 0.041 
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（㎎/m3）
大気中浮遊粒子状物質濃度

（日平均の２％除外値）

実績値

目標値

評価 �
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（回）
光化学スモッグ注意報（警報）発令数 実績値

目標値

評価対象外

重要であることから、発令⾃体の⽬標値は設定しない。

評価 �

※資料作成時点でR03実績が

千葉県から公表されて

いないため、過去５年間の

平均値を掲載。

※資料作成時点でR03実績が

千葉県から公表されて

いないため、過去５年間の

平均値を掲載。

※資料作成時点でR03実績が

千葉県から公表されて

いないため、過去５年間の

平均値を掲載。
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2 騒⾳・振動、悪臭を減らそう

3 ⽔質を改善しよう
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（件）
騒音・振動に関する苦情件数 実績値

目標値

評価対象外
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悪臭に関する苦情件数 実績値

目標値
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（mg/l）
下手賀沼（中央）のＣＯＤ年平均値 実績値

目標値

評価 �

2.0

1.8

2.1 2.1 2.1

2.7

2.5

2.0

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R02 R03

（mg/l）

神崎川（鎌倉橋・所沢橋）のＢＯＤ年平均値
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評価 �
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評価 �

評価 �
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1.8 1.9

1.2 1.2

1.6
1.9

1.7
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（mg/l） 金山落（名内橋）ＢＯＤ年平均値 実績値

目標値

評価 �

95.0 95.2 95.4 95.8 95.7 96.1 96.7
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（％） 公共下水道及び合併処理浄化槽による

汚水処理人口普及率（％）

実績値
目標値

評価 �
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（％） 地下水質調査において環境基準を超えている

水質項目がある井戸数の割合
実績値

目標値

評価対象外
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4 有害物質による被害を防ごう

0.026 0.051 0.054 0.054 

0.019 
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大気中のダイオキシン濃度 実績値

目標値

評価 �
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（件） 市に寄せられた公害苦情件数（全体） 実績値
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評価 �
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評価 �

評価 �

評価 �

※資料作成時点でR03実績が

千葉県から公表されて

いないため、過去５年間の

平均値を掲載。
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（件） 騒音・振動に関する苦情件数 実績値
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評価対象外
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6 放射線を正しく知ろう

7 景観や⽂化財を守ろう
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除染が必要となった場所の数 実績値
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評価 �
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評価 �
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8 不法投棄や野焼きをなくそう
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野焼きに関する苦情件数 実績値
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評価 �

評価 �
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評価 �
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総合評価 A

外部要因

⼤気汚染について、「光化学オキシダント濃度が環境基準を超えた⽇数」「⼤気中⼆酸化窒素濃度」「⼤気中浮遊粒⼦状物質
濃度」で⽬標値を達成している。
苦情件数に関しては、その他を除く指標で⽬標値を達成している。
「その他の苦情」については、平成30年度まで減少傾向にあるが、平成31年度は前年度から増加している。
⽔質における指標は、⽬標を達成していない指標が他指標と⽐較して多く、さらなる取組が必要である。
「ダイオキシン濃度」、「除染が必要となった場所の数」は⽬標値を達成している。
また、景観については「地区計画の策定数」、「国・県・市指定⽂化財合計数」及び、不法投棄や野焼きに関する指標は⽬標
値を達成している。

ー
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望ましい環境像3 限られた資源・エネルギーを⼤切にするまち

1 ごみを削減しよう
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家庭系一般廃棄物排出原単位 実績値
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評価 �
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評価 �

18



2 エネルギーを有効に使おう

5,416,701 5,436,550 5,276,401
5,973,651 6,303,534
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市有施設の電力使用量 実績値
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評価対象外
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(ｍ3/件） 市内の供給先1件当たり都市ガス使用量

(前年度1月から当年度12月まで）
実績値

目標値

評価対象外
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評価 �

評価 �
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総合評価 B

外部要因

「家庭系⼀般廃棄物排出量原単位」、「⼀般廃棄物の資源化率」、「資源回収運動団体の数」は⽬標値を達成しておらず、さ
らなる取組が必要である。
「市内における再⽣可能エネルギー設備導⼊容量」は平成26年度からみると増加傾向にあるが、⽬標値よりも下回っている。

資源の集団回収は感染症の影響を考慮する必要がある。
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望ましい環境像4  環境を知り環境に配慮したやさしいライフスタイルを実践するまち

1 環境について学ぼう

2 環境保全活動に参加しよう
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784 793 720
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（人） 市の環境関連イベント・講座等への

年間延べ参加・受講者数
実績値
目標値

評価 �
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17 17 17 17

12 12 12 12 12 12
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市内の環境関係活動団体数 実績値

目標値

評価 �

4,954
4,657 4,765 4,999

3,887

0 0

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R02 R03

（人）
ごみゼロ運動の1回あたり参加者数

実績値
目標値

評価 �

※新型コロナウイルス感染症の

感染拡大防止のため、

Ｒ２・Ｒ３未実施

評価 �

評価 �
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総合評価 A

外部要因

「市の環境関連イベント・講座等への年間延べ参加・受講者数」「市内の環境関連団体数」は⽬標値を達成している。
「ごみゼロ運動の1回あたり参加者数」は⽬標値を達成できず、平成31年度は⼤きく減少した。
（※新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤防⽌のため、令和2年度と令和3年度は未実施。）

経済・社会・環境を⼀体的に考慮した環境配慮への取組が求められている。
感染症拡⼤のため、これまでどおりに対⾯での研修会や普及啓発等のイベントは実施が難しい状況である。
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望ましい環境像5 地球環境の保全に貢献するまち

1 地球規模で環境を考えよう

総合評価 B

外部要因

「市の事務事業による温室効果ガス排出量」は減少傾向であったが、平成30年度以降増加に転じ、⽬標値を達成していない。
「降⽔中の⽔素イオン指数」は全て⽬標値を達成している。

地球温暖化対策実⾏計画の⽬標実現や2050年までの「ゼロカーボンシティ」達成に向けて、より⼀層の地球温暖化対策が求め
られている。

4,228,289
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4,623,112

3,996,175 3,954,977
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評価 �
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降水中の水素イオン指数 実績値

目標値

評価 �

評価 �

※資料作成時点でR03実績が

環境省から公表されて

いないため、過去５年間の

平均値を掲載。
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個別評価 総合評価 総合評価 外部要因

豊かな⾃然を⽣かし、⼤切にするまち

農地を守ろう B
森林を守ろう A
⽔辺を⽣かそう ー
野⽣⽣物と共存・共⽣しよう C
公園・緑地を増やし守ろう A

⼤気汚染を減らそう A
騒⾳・振動、悪臭を減らそう B
⽔質を改善しよう B
⽔質を改善しよう A
有害化学物質による被害を防ごう A

A
放射線を正しく知ろう A
景観や⽂化財を守ろう A
不法投棄や野焼きをなくそう B

限られた資源・エネルギーを⼤切にするまち

ごみを削減しよう B
エネルギーを有効に使おう B

環境について学ぼう A
環境保全活動に参加しよう A

地球環境の保全に貢献するまち

地球規模で環境を考えよう B

地球温暖化により、農業や⽣態系への影
響が懸念されている。

ー

資源の集団回収は感染症の影響を考慮す
る必要がある。

経済・社会・環境を⼀体的に考慮した環
境配慮への取組が求められている。
感染症拡⼤のため、これまでどおりに対
⾯での研修会や普及啓発等のイベントは
実施が難しい状況である。

環境を知り、環境に配慮したやさしいライフスタイルを
実践するまち

地球温暖化対策実⾏計画の⽬標実現や
2050年までの「ゼロカーボンシティ」達
成に向けて、より⼀層の地球温暖化対策
が求められている。

A

B

「地域森林計画に基づく森林⾯積」や「公園・緑地等の個所数」は⽬標を達成しており、

概ね良好に推移している。
「防除対象外来⽣物の発⾒数」は基準年度から増加傾向にあり、対策が必要である。

「家庭系⼀般廃棄物排出量原単位」、「⼀般廃棄物の資源化率」、「資源回収運動団体の
数」は⽬標値を達成しておらず、さらなる取組が必要である。
「市内における再⽣可能エネルギー設備導⼊容量」は平成26年度からみると増加傾向にあ
るが、⽬標値よりも下回っている。

⼤気汚染について、「光化学オキシダント濃度が環境基準を超えた⽇数」「⼤気中⼆酸化
窒素濃度」「⼤気中浮遊粒⼦状物質濃度」で⽬標値を達成している。
苦情件数に関しては、その他を除く指標で⽬標値を達成している。
「その他の苦情」については、平成30年度まで減少傾向にあるが、平成31年度は前年度
から増加している。
⽔質における指標は、⽬標を達成していない指標が他指標と⽐較して多く、さらなる取組
が必要である。
「ダイオキシン濃度」、「除染が必要となった場所の数」は⽬標値を達成している。
また、景観については「地区計画の策定数」、「国・県・市指定⽂化財合計数」及び、不
法投棄や野焼きに関する指標は⽬標値を達成している。

「市の環境関連イベント・講座等への年間延べ参加・受講者数」「市内の環境関連団体
数」は⽬標値を達成している。
「ごみゼロ運動の1回あたり参加者数」は⽬標値を達成できず、平成31年度は⼤きく減少
した。
（※新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤防⽌のため、令和2年度と令和3年度は未実

「市の事務事業による温室効果ガス排出量」は減少傾向であったが、平成30年度以降増加
に転じ、⽬標値を達成していない。
「降⽔中の⽔素イオン指数」は全て⽬標値を達成している。

B

A

B
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３ 結果を踏まえた新計画（白井市第 3 次環境基本計画）での取組 

 

・第２次計画では、白井市環境基本条例に基づく基本理念や、5 つの望ましい環境像の実現に向けて、市の特色

を活かしながら展開する各種施策に取り組み、「生活環境」と「環境保全」の分野では概ね目標を達成できまし

たが、「自然環境」「資源循環」「地球環境」の分野では、未達成の項目があったため、対策を講じて目標達成に

向けて取り組む必要があります。 

 

・新計画（白井市第 3 次環境基本計画）では、計画策定時（令和 2 年度時点）の現状を把握し、アンケート調査

や地区意見交換会などの市民参加を踏まえた上で新計画を策定し、市の環境政策の基本的な指針を示す普遍的

な「基本理念」に基づいて計画を推進します。 

 

・また、市の目指す姿を共有し、計画の着実な推進につなげていくため、基本理念を踏まえた上、新たに環境の

将来像「良好な環境を未来につなぐ 持続可能なまち」を設定し、市民・市民団体・事業者・行政の連携・協

働により計画を推進し、良好な環境を未来につなぎ、市民が住み続けられる持続可能なまちを目指します。 

 

・併せて、第２次計画での「望ましい環境像」を新計画では「基本目標」とし、ＳＤＧｓで定められている 17 の

ゴールの内、関連性の高いゴールと整理することで、併せて各施策に取り組みます。 

 

【基本理念】※詳細は新計画の 13 ページ（第３章 白井市の環境の将来像） 

１ 健全で良好な環境を維持・継承します 

２ 環境への負荷の少ない持続的発展が可能な社会を構築します 

３ 人と自然が共生し、多様な自然環境を保全します 

４ 地球環境の保全をすすめます 
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※詳細は新計画の 16・17 ページ（施策展開の体系） 

 

１．豊かな自然を生かし、大切にするまち（自然環境分野） 

  →基本目標１ 自然環境 豊かな自然と人が共生するまち 

２．市民の健康と快適な生活環境を守るまち（生活環境） 

  →基本目標３ 生活環境 安全・安心を維持し、快適に住み続けられるまち 

３．限られた資源・エネルギーを大切にするまち（資源循環） 

  →基本目標４ 資源循環 ごみを減らし、資源の循環に取り組むまち 

４．環境を知り、環境に配慮したやさしいライフスタイルを実践するまち（環境保全） 

  →基本目標５ 環境保全 環境にやさしいライフスタイルを広げるまち 

５．地球環境の保全に貢献するまち（地球環境） 

  →基本目標２ 地球環境 地球温暖化対策に取り組み、気候変動に備えるまち 
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